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ここで ト ]はランダム磁場に関するアンサンブル平均を表す｡こうして求めた Fを外場で微分
することにより､物理量の熟平均をとってからアンサンブル平均をとった量が計算できる｡[Zn]













H(hi,Si)- ∑ siSj+∑ hiSi
<t,3> i






十 h24,α4,p+u24,5¢β十u3¢弼 十u4¢芝¢04,7+u54,α4,β¢74,6 (8)
(7)だけなら通常の¢4モデルで､(8)がレプリカ間の相互作用を表している｡二次の項が二種類あ










HRを加えたハ ミルトニアンの下での熟平均を<- >Rと書 く｡ すると
<X>月-[<X>]
となる｡u3に共役な量は
<∑ ¢弼 >R-∑ [<¢ま>]+∑ [<¢孟><4,昌>]
α,β α α≠β
nl<¢4>]+n(n-1)[<¢2>21
ここに 4,はブロックスピン変換などで繰 り込まれたスピンとする｡ 特に系全体を一つのブロッ
クと見なした場合､¢は磁化 〟 になる｡匡〟 2>】-1となるようスピンを走数倍して再定義
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図 3:ランダム磁場 Isingモデルの Binderパラメータ
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別のスケーリング則が必要となる｡ 現在このスケーリング則を研究中である｡ これによって Para
相と異なるRSB相があってその間に相転移があるのか､それとも単なるクロスオーバーなのか
が判明すると期待している｡
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